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☆
支
部
行
事
の
お
知
ら
せ

・神
名
流
し

一
日

大
井
町
駅
前
で
再
開
し
て
い
ま
す

在
宅
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
し
ん

二
十
七
日
に
行
い
ま
す
問
い
合
わ
せ
は
水
豊
田
迄

・新
教
区
長
始
め
、
新
教
区
役
員
決
定

・教
区
ひ
の
き
し
ん

担
当
は
本
品
組
で
す

今
月
か
ら
参
加
は
一
人
で
と
言
う
事
で
す

☆
教
務
支
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

時
報
手
配
り
六
月
予
定

・支
部
例
会
（二
十
九
日
伊
豆
大
島
で
の
移
動
例
会
）

今
月
は
移
動
例
会
に
つ
き
一
般
参
加
は
有
り
ま
せ
ん

・教
区
、
全
体
会
議
の
紹
介

四月二十九日、昼前から雨の予報の中、三年ぶりの全教一斉ひのきし
んデーが大井の通称「なぎさの森公園」で開催されました。
受付では、コロナ対策としてペン型のアルコール除菌スプレーや除菌シー
トが配られ、新支部長の挨拶、表統領様からのメッセージ掲示、少年会
の会員による宣言等で開始となりました。
新型コロナが少し治まりを見せてきた中で、昼前からの雨の予報でした
が、スタッフの心配をよそに、九十二名の方の参加を頂きまして久しぶりに
会った人の集まりが喜びの輪になっていました。
雨の都合で、終了時に配る予定であったおにぎりとハンバーガーを先出
しにして、短い時間になりましたが楽しい時間を過ごすことが出来ました。

三年ぶり
全教一斉ひのきしんデー

手
配
り
が
再
開
さ
れ
ま
す

無
理
の
な
い
よ
う
協
力
願
い
ま
す

教
区
長
に
は
本
理
世
大
教
会
長
の
入
江
先
生
就
任

教
区
室
長
に
は
寺
門
先
生
、
次
長
に
都
南
分
教
会

西
海
先
生
と
い
う
布
陣
で
ス
タ
ー
ト

布
教
部
の
部
長
に
日
本
橋
大
教
会
長
中
臺
先
生

教
務
部
部
長
に
本
荏
大
教
会
長
田
中
先
生
、

田
中
先
生
は
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
の
責
任
者

も
兼
任
と
言
う
事
で
、
品
川
支
部
か
ら
は
多
く
の
先

生
が
役
職
に
当
た
ら
れ
ま
す
。

海浜公園ひのきしん会場

教
区
長
の
挨
拶
と
お
話

表
統
領
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
真
柱
様
が
年

頭
の
挨
拶
の
際
に
「今
か
ら
四
年
後
の
立
教

百
八
十
九
年
に
教
祖
百
四
十
年
祭
を
勤
め

る
」旨
を
述
べ
ら
れ
た
事
に
触
れ

来
年
一
月
二
六
日
か
ら
始
ま
る
三
年
千
日

を
ど
の
よ
う
に
勤
め
る
か
と
言
う
事
が
、
一

番
の
関
心
事
で
あ
り
今
年
は
そ
の
準
備
に
入

る
大
変
重
要
な
年
で
あ
る
と
言
う
事
か
ら

「み
ち
の
と
も
」六
月
号
に
表
統
領
・内
統
領

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。

内
容
は

①

教
祖
の
年
祭
を
勤
め
る
意
義
に
つ
い
て

②

お
預
か
り
し
て
い
る
教
会
の
現
状
を
し
っ

か
り
把
握
す
る
。
自
分
自
身
の
信
仰
が
し
っ

か
り
と
教
祖
を
向
い
て
い
る
だ
ろ
う
か

③

年
祭
活
動
に
向
け
て
の
心
構
え
に
つ
い
て

こ
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で

の
記
事
で
あ
り

み
ち
の
と
も
六
月
号
の
記

事
を
全
教
会
長
に
し
っか
り
と
読
ん
で
頂
く

よ
う
に

三
年
千
日
の
年
祭
活
動
の
心
構
え
は
明
る

く
、
勇
ん
で
、
三
年
間
を
続
け
て
通
る
。

と

い
う
事
。

こ
の
よ
う
に
主
事
、
支
部
長
で
構
成
の
全
体
会

議
で
は
、
冒
頭
に
本
部
で
頂
い
た
話
の
趣
旨
を
伝

え
て
頂
き
、
教
区
長
の
思
い
を
お
話
さ
れ
る
事
が

恒
例
と
な
って
い
ま
す
。
こ
の
後
教
区
長
室
、
各
部
、

各
会
か
ら
の
報
告
を
頂
き
、
意
見
を
交
わ
す
と
な

り
ま
す
。

・今
月
の
幹
事
会
は

都
庁
提
出
書
類
の
都
合
上
会
場
は

日
本
橋
大
教
会
で
五
時
か
ら
に
な
り
ま
す



昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
令

和
の
時
代
に
突
入
し
、
四
年
目

に
な
り
ま
す
。

私
は
平
成
五
年
、
前
の
会
長

か
ら
教
会
を
引
き
継
ぎ
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

思
い
も
よ
ら
ず
一
月
の
お
運

び
か
ら
半
年
後
、
前
会
長
の
急

逝
と
い
う
大
き
な
節
で
始
ま
り
、

二
十
九
年
の
歳
月
を
過
ご
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
、
支
部
か
ら
青
年
会

の
委
員
長
の
拝
命
致
し
、
加
え

て
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
（品
川
・目
黒
・

荏
原
・大
森
・蒲
田
・大
田
調
布

支
部
）の
代
表
と
し
て
、
教
区
青

年
会
の
活
動
に
従
事
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
は
今
と
は
違
い
、
携
帯
電

話
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
常
に
足

を
使
った
対
面
で
の
行
動
で
、
お

陰
様
で
若
い
道
の
青
年
会
・女

子
青
年
会
は
盛
り
上
が
り
、
お

つ
と
め
総
会
や
殊
に
ハ
ー
ト
ク

リ
ー
ン
の
活
動
を
啓
蒙
し
た
事

が
特
に
印
象
に
残
って
い
ま
す
。

小
学
生
の
頃
は
品
川
支
部
に

於
い
て
は
、
先
輩
先
生
方
が
昭

和
四
十
年
頃
に
『
若
潮
会
』
と
い

う
会
を
作
り
、
教
祖
八
十
年
祭

前
後
の
地
域
活
動
、
い
わ
ゆ
る

現
在
の
青
年
会
・女
子
青
年
・

少
年
会
を
含
め
熱
心
に
活
動
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

当
時
私
も
、
本
荏
大
教
会
の

鼓
笛
隊
に
短
い
時
間
で
あ
り
ま

し
た
が
、
練
習
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
大
井
町
線
の
道
で
日
本

橋
大
教
会
・都
南
分
教
会
・本

荏
大
教
会
な
ど
の
鼓
笛
隊
で
行

進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
あ
る
時
は
、
現
在
の
『き
ゅ
り

あ
ん
』の
前
身
、
品
川
公
会
堂

で
『茶
っき
り
節
』を
カ
ス
リ
の

着
物
を
着
て
、
舞
台
に
上
が
っ

た
覚
え
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
『赤
い
羽
根
共

同
募
金
』や
駅
周
辺
を
組
ご
と

に
路
傍
講
演
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

り
活
動
の
お
手
伝
を
し
た
事
な

ど
、
沢
山
の
幼
少
期
の
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
平
成
に
入
り
青
年

時
代
の
活
動
で
は
、
各
教
会
の

後
継
者
、
青
年
会
・女
子
青
年

の
方
々
を
参
集
す
る
に
当
た
り
、

支
部
の
今
は
亡
き
先
生
方
か
ら

の
応
援
を
随
分
頂
い
た
も
の
で

し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
厳
し
い
と
感

じ
る
事
も
有
り
ま
し
た
。

私
が
幹
事
会
に
末
席
に
お
り

ま
す
と
、
あ
る
先
生
か
ら
「
こ
こ

は
漢
字
会
（幹
事
会
）で
ひ
ら
が

な
会
（青
年
会
）は
最
後
に
連

絡
報
告
せ
よ
」
等
と
茶
化
さ
れ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
、

今
考
え
る
と
愛
の
ム
チ
で
す
ね
。

そ
う
い
った
先
生
方
に
お
世

話
に
な
った
事
柄
は
数
え
き
れ

ま
せ
ん
が
、
特
に
明
治
神
宮
で

の
『全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん

デ
ー
』や
更
に
記
憶
に
残
る
の
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
の
一
万
人

献
血
と
い
う
大
き
な
目
標
を
達

成
す
る
事
が
出
来
た
時
の
こ
と

で
、
先
生
方
の
大
き
な
ご
援
助

の
お
陰
で
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
そ
の
頃
は
先
生
方
も

前
述
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
初
め

と
し
、
青
少
年
の
活
動
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
て
、

他
に
も
品
川
支
部
で
の
総
会
会

場
や
例
会
会
場
、
は
た
ま
た
荏

原
支
部
・目
黒
支
部
・大
森
支

部
な
ど
の
会
場
も
先
生
方
の
お

言
葉
で
苦
労
な
く
気
持
ち
よ

く
使
わ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

そ
の
時
期
に
、
経
験
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
や
、
い
ろ
い
ろ

の
お
教
会
で
お
話
し
頂
き
ま
し

た
会
長
様
や
役
員
先
生
の
ご

教
理
は
、
頭
だ
け
の
信
仰
だ
っ

た
私
に
と
って
、
自
身
の
大
切

な
『虎
の
巻
』に
な
って
お
り
ま

す
。

現
在
の
閉
塞
感
の
あ
る
時
代
、

昔
の
話
を
語
る
こ
と
は
、
新
た

な
道
を
進
む
者
に
と
って
自
分

を
見
直
し
、
方
向
を
教
え
て

頂
け
る
大
き
な
力
と
な
って

く
れ
る
の
で
は
と
思
う
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

先
人
先
生
の
信
仰
信
念
を

今
一
度
振
り
返
り
、
少
し
で

も
『い
ち
れ
つ
兄
弟
姉
妹
』ま

し
て
や
道
の
中
の
兄
弟
姉
妹

と
し
て
、
私
も
未
だ
足
り
な
い

者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
先
生

方
に
な
ら
い
、
後
進
の
方
々
に

ロ
マ
ン
を
語
れ
る
よ
う
努
力
を

惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
お
る
最

中
で
す
。

鶴
平
分
教
会
長

平

林

典

道

頂
い
た
『虎
の
巻
』


